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かわごえ環境ネット

かわごえ環境ネットは持続可能な開発目標 (SDGs) を支援しています。

入間川雁見橋と平塚橋の間にある寺山堰の階段状円形魚道です。入間川雁見橋と平塚橋の間にある寺山堰の階段状円形魚道です。
今から 10年ぐらい前、下流の菅間堰魚道ができたころに県の事今から 10年ぐらい前、下流の菅間堰魚道ができたころに県の事
業で整備されました。これらの魚道は市民団体が粘り強く働きか業で整備されました。これらの魚道は市民団体が粘り強く働きか
けて実現したもので、今では東京湾からのアユが自然遡上していけて実現したもので、今では東京湾からのアユが自然遡上してい
ます。入間川両岸のサイクリングロードから見ることができ、豊ます。入間川両岸のサイクリングロードから見ることができ、豊
かな水量を白いしぶきに変え、美しいたたずまいです。（賀登環）かな水量を白いしぶきに変え、美しいたたずまいです。（賀登環）
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【報告】入間川自然観察＆クリーン活動（6 月 20 日）
開催概要
実施日：6 月 20 日（土）
場所：入間川八瀬大橋下周辺と河原
開催報告
　前夜から降り続く雨は朝になっても
一向に止む気配がなく、予定されてい
たクリーン活動の実施が危ぶまれる状
況でした。そこで午前 7 時ごろに現地に
赴き、状況を確認後、中止にすることに
しました。　
　一般応募により参加予定であった 8
組 16 名の方及び他のスタッフへ中止連

絡するとともに、希望者については 9 時
30 分に現地にて「リバーサポーターズ」
より用意していただいた T シャツなどの
提供品を差し上げることにしました。結
果的にはほとんどの方が取りに来られ、
喜んでいただけました。
　10 時近くには雨が上がったことから、
スタッフ 5 名で、11 時 30 分まで予定区
域のクリーン活動を実施しました。いざ
始めるとバーべキューの道具やペットボ
トルなど大量のごみが河川域の茂みを
中心に捨てられており、全くマナーの悪

い人間が多いものだと嘆かわしく思い
ます。せめて子どもの見てる前で捨てる
のはやめてほしいものだと願いました。
　集めたごみは、前もって指定された
収集場所へまとめ、クリーン活動自体は
スタッフ有志によって計画どおり実行し
ました。悪天候の影響で一般参加者を
交えてのクリーン活動と自然観察は叶
いませんでしたが、応募した方からは次
の川のイベントには家族で参加したい
との声もあり、次につながるきっかけに
なったようです。　　　　（池田雄二）

コシマゲンゴロウ

調査の様子

【報告】田んぼの生き物観察会（笠幡・かわごえぐうすファーム）（6 月 30 日）
開催概要
日時：6 月 30 日（火） 13:00-15:00（6
月 25 日の予定が雨のため延期）、講師：
牧野彰吾氏、参加者：7 名
開催報告
　かわごえぐうすファームは笠幡地区
にあり、増田知久さんが栽培期間中農
薬・化学肥料を使用しないで、環境に
配慮した田んぼを始めて 5 年目です。
　田んぼの中は抑草・除草されていて
草は少ないです。畔は高めに草刈りし、
イネ科以外の草を残し、イネにとっては
害虫となるカメムシを捕食してくれるク
モなどの生息場所を確保しています。農

薬を使わないのでトンボやクモも多く、
イネへの被害は少ないです。
　今回は初めての生き物調査で、植物
は畔周りを調査、71 種ほどが記録され
ました。除草剤を使わないので在来種
が多いです。動物は、チョウ類が 3 種、
トンボが 3 種、バッタ類が 7 種、カメ
ムシ類が 13 種、甲虫類が 9 種、クモが
2 種、カエルがアマガエル、ヌマガエ
ル、その他がホウネンエビ、カワリヌマ
エビ、アメリカザリガニの報告が佐々木
英世氏からありました。
　昆虫のうち、ウスイロミズギワカメム
シ、ホルバートケシカタビロアメンボ、

イネミズゾウムシは大きさが 2mm 前後
で、普通にはごみにしか見えませんが、
専門家ならではの確認でした。これらは
水際に生息する種でいずれも川越初出
でした。
　初めての生き物調査でしたが成果が
ありました。
　ここ笠幡地区の田んぼは、近年は「カ
エルの合唱」が聞こえません。トウキョ
ウダルマガエルが激減し、ヌマガエルに
置き換わっています。ほかの地区の田
んぼはどうなのでしょうか。　（賀登環）

ヌマガエル

キクヅキコモリグモ ホウネンエビ

クリーン活動の様子 ペットボトルなど大量のごみ 拾ったごみを前にして集合写真 壊されたバリケード
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開催趣旨
　2026 年度、 かわごえ環境ネットで

企画している
「 森 へ 森 か
ら 森と街の
作品展」は、

「 森 と 街 の
関係性」を
テー マ にし
た、分散・回
遊型の作品
展です。
　 ア ー ティ
ストや 表 現
者 た ち が、
それぞれの
視 点 から見
つめた「森」
と「 街 」 の
関 係を、 作
品 にしてい
きます。そし
て、 そ の 作
品を、 川 越
市内の商店
街の店舗や
空きスペー
ス、まちなか
の さまざ ま
な場所に展

示していきます。
　川越に残る貴重な森の自然を、アート

の力を通じて、まち中に暮らす人たちに
も知っていただけるようなイベントとな
る予定です。
　現在、市内 18 店舗＋オープニングイ
ベント会場 、県内外からの応募作家 31 
名の方（7 月 20 日時点）にご参加いた
だけることとなっております。参加して
いただけるみなさまにできるだけ川越
の森を体験していただくために、（仮称）
川越市森林公園計画地内「森のさんぽ
道」の案内を順次行っています。
イベント期間
展示時期：
12 月 5 日（土）から 12 月 20 日（日）　
場所：市内各所
オープニンングイベント：
12 月 5 日（土）
場所：小江戸蔵里（川越市新富町 1-10-1）
協賛金の募集
　本企画にご賛同いただける企業、団
体、個人の方へ協賛依頼を開始してい
ます。1 次募集は 8 月末日の締切です
が、2 次募集をする予定ですので、ご
興味ある方はイベントホームページよ
りお問い合わせいただければ、詳細を
お送りいたします。
イベントホームページ
https://38degcelinfo.
wixsite.com/my-site
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開催概要
開催日：8 月 1 日（土）、主催：川越市
環境政策課とかわごえ環境ネットの共
催、参加者：25 名
開催報告
　参加者は親子連れで、それも小さい
お子さんが多く、小学生は 1 年生が一
人だけでした。
　最初、部屋の中で環境政策課職員の
挨拶と、講師の佐々木英世さんから川
越市の昆虫についての大まかな説明が
ありました。冊子「川越版レッドデータ

ブック＆生き物ウォッチング」が役に立
ちます。この後、「（仮称） 川越市森林公
園」計画地（川森）に入ります。
　この日の外気温は 36℃ですが、林の
中は樹木で覆われているので涼しく感
じます。チビッコたちが網を振り回した
り、手で捕まえたりして、まずバッタの
仲間が虫かごに入ります。親御さんたち
も「あそこあそこ ほら、捕まえて！」と
一緒に楽しまれている様子。木にとまっ
ていたカブトムシやノコギリクワガタを
ゲットしたパパさんもいました。また、朽

ち木の下に「カエルがいる！」と小さな
お子さんが見つけ、どうやらアズマヒキ
ガエルの幼体のようです。この川森では
初確認です。
　2 時間弱、樹林と畑地帯をグルっと廻
り、この日見つかった昆虫は 32 種ほど
でした。ここ数年減少傾向です。講師の
佐々木さんによると、この暑さだと日陰
に避難している昆虫も多く、また、周辺
の環境が外来種ばかりになり、昆虫相
が貧弱になっていて、ここだけの問題で
はないとのことです。　　　（賀登環）

観察会風景 アズマヒキガエル

【報告】虫の観察会（8 月 1 日）

【予告】森へ 森から 森と街の作品展（12 月 5 日〜 12 月 20 日）

【会　期 】
2026 年

*7 月 20 日時点
*7 月 20 日時点【会　場】

川越市内各所

・小江戸蔵里
・Guest house, Cafe & Bar chabudai
・レレレノレコード
・bero 弁天長屋
・ギャラリーなんとうり
・ともり食堂
・banon
・ボンボンニッキ
・ソコノワ
・COFFEE POST　kubomachi
・炉炉
・KONOHA
・village
・mibunka
・Kalafta
・Hundreds COFFEE
・ベッカライ 0044
・さんぽ舎
・文化創造インキュベーション施設コエトコ

【参加作家】
川越市内各所

【オープニングイベント】
12 月 5 日 ( 土 )～12月 20 日 ( 日 ) 2026 年 12 月 5 日 ( 土 ) at 小江戸蔵里

主催 https://38degcelinfo.wixsite.com/my-site
森へ/森から 森と街の作品展 特設Webサイト

photo : ayako nakamura
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・きくち（テキスト）
・Ayaco nakamura（写真）
・岡紀彦、細田情二（写真）
・Ksayaka（音楽）
・野上麻衣（ワークショップ）
・アニュウリズム（音楽など）
・陽太（イラスト）
・村田あやこ（書籍）
・カケス舎（立体）
・ragan books（書籍）
・ikematomayuko（立体）
・紺野天地（テキスト）
・アトリエ風戸（イラスト）
・大野麗子（立体）
・Céspedes Vaca Mayra Isabel（平面）
・片桐 聡美 （立体）

・miyamo（音楽）
・高澤日美子（空間）
・glass riisyuka（立体）
・平良美樹（立体）
・松岡智子（平面など）
・torajiro（テキスタイル）
・banana（絵画）
・ぴーなっつ（テキスト）
・小穴琴恵（絵画）
・金子 直道（写真）
・float（ワークショップ）
・tomo（立体）
・plumtree_kntting (テキスタイル)
・石垣樹来（空間）
・國松櫂李（イラスト）

「森へ／森から  森と街の作品展」は、
川越市内の商店街や店舗を会場に開催する、

分散・回遊型の作品展です。
歴史的な街並みが残る川越。

その周囲には雑木林や農地などの
自然環境が今も息づいています。

本作品展では、そんな「森」と「街」の関係をテーマに、
市内外の作家たちによる作品を、

街のなかに点在する店舗や空間で展示します。
来場者は、街を歩きながら、作品と出会い、店と出会い、

川越の新しい風景を発見していきます。
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　「( 仮称 ) 川越市森林公園」計画地（川
森）で新たに絶滅危惧種が発見されま
した。ギンランとよく似たクゲヌマラン

（鵠沼蘭）絶滅危惧種 II 類 VU です。
　一昨年、川森メンバーが散歩中に藪
のようなところで見つけました。さっそ
く他のメンバーも出向き、全体が 50cm
と大振りで、花に距（キョ）がないこと
からクゲヌマランと確認しました。キタ
ミソウ以来の発見と話題になりました。
　昨年は、開花期にメンバーが川森を
探し回って、生息地が 3 か所あることが
わかりました。そのうち 1 か所は車道際
の衆目に留まるところに生えていたた
めか、今年開花を確認しましたが、残
念なことに翌日にはなくなっていました。
　筆者は社会人になって埼玉に来る前
は東京暮らしでした。小学生のころは夏
休みというと決まって江の島へ海水浴、
いつもとても混んでいました。そこで時
にはクゲヌマランが発見されたお隣の
鵠沼へ移動です。川森にクゲヌマラン
があると聞いて、いろいろな思い出もよ
みがえりました。なお、鵠沼の「鵠」と

は白鳥の古名で、この辺りは湿地が多
く、平安時代からそう呼ばれていたよう
です。
　クゲヌマランはラン科キンラン属で、
花色が白色のギンラン仲間、ギンラン、
ササバギンラン、ユウシュンランの中
で、草丈が一番高く早咲きです。参考
に比較表を以下に記します。
　生物は、
悠久の昔
より好 み
の環境と
共生相手
を選んで
命をつな

いでいます。川森の特徴はコナラ、ア
ズマネザサ、ササクサが多く生えてい
ます。クゲヌマランはこのよう環境を好
むのでしょうか。3 か所以外の場所にも
暮らしている気がします。もしかすると、
ユウシュンランも見つかるかもしれませ
ん。興味のある方は春に川森を隅々ま
で探索してみてください。　（岡 治）
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　美術を長くやってきた私の個人活動
から一つ。
　8 月 2 日（日曜日）、川越市霞ケ関駅
付近にある Kalafta にてライブイベント
を企画。miyamo さんと VOQ さんお二
人による音楽演奏ライブです。
　きっかけはこう。
　VOQ さんの音楽が素敵だな、とずっと
思っていました。ライブは一回しか行っ
たことはないけれど、VOQ さんの音楽と
一緒に創られる映像作品の展覧会は何
回か観に行っていて、声がすーっと伸び
ていてどこかに連れて行ってくれるよう
な感覚がある。地元川越でも聞いてもら
えたらいいな、と漠然と思っていました。
　そんな思いを地元環境活動で知り
合った音楽家の miyamo さんに相談し
たところ、Kalafta というカフェを紹介し
てもらい、二人のミニライブ開催となり
ました。フライヤー用の絵は私が、作成
は VOQ さんがしてくれました。会場の
Kalafta はというと、店主自作の木工家具
がとてもやさしいていねいな空間となっ
ていて、来てくださったお客さんも含め、

気持ちよい時間と空間を共有できたイ
ベントでした。
　表題についてです。
　音楽家の VOQ さんは数年前からご実
家の田んぼを手伝っていることを最近知
りました。話を聞くと、二反ある田んぼ
の田植えと稲刈りを、機械を使ってやり、
夏の間はご実家の方で田の面倒をみて
いるとのこと。できる時にできることをす
る、です。VOQ さんは他にも仕事がある
ようで、農業、音楽、仕事をご自身の中
で比重を調整しながらやっているのだろ
うと想像しています。
　同様に「半農半芸」は最近よく聞く言
葉です。農業を制作に活かすもよし、農

業からの学びでもよい。動機はいろいろ
かと思いますが、ある意味理にかなって
いると思っていて、制作活動での不安定
な収入の面、仕事の捗りの面、ストレス
の逃し方の面など、メリットは大きいだ
ろうと思っています。
　「半分半分、またはあれこれ」ではな
く“ この道一本 ” でももちろんいい。一
方で、あれこれやりながら生きていくこ
とは、今の時代むしろさまざまな負担を
軽減してくれる生き方かもしれない、と
思っていたところの VOQ さんの農業で、
なんだかうれしい限りです。何につけ、と
らわれないで生きていけるといいなと
思うのでした。　　　　（髙澤日美子）

自然を訪ねて（29）クゲヌマラン

社会と環境について思うこと（41）半分半分、またはあれこれ

フライヤー miyamo さん ©︎aya VOQさん ©VOQVOQさん ©himiko

種名 分布 開花時期 草丈 [cm] 唇弁の距 その他

ギンラン 日本全国 4 月下旬 15 〜 20 長い 葉数が少なく紙質
ササバギンラン 日本全国 4 月下旬 30 〜 40 短い 葉数が多く質厚
クゲヌマラン 本州 4 月上旬 40 〜 60 痕跡 花後子房先は褐色へ
ユウシュンラン 日本全国 4 月下旬 10 〜 15 なし 半寄生植物に退化
キンラン 日本全国 4 月上旬 40 〜 60 あり 黄花を 10 個前後

4/19 クゲヌマラン 4/26 花後 ユウシュンラン ©photoAC距の違い ©photoAC

距距 ギンランギンラン

クゲヌマランクゲヌマラン
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【参加者募集】小畔川魚とり遊び（9 月 19 日）
小畔川は宮沢湖を水源とす
る一級河川です。御伊勢橋
から高橋の間は親水ゾーン
として整備され、近隣の方々
がよく利用しています。今回
は浅い所でガサガサとよば
れる方法で魚とりを楽しみ
ます。サア、どんな魚がとれ
るでしょうか。
日時など
日時：9 月 19 日（土）9:30-
12:00
会場：かほく運動公園そば
の小畔川（霞ケ関北 6 丁目
28-2）定員：先着 25 名（小
学 4 年生以下は保護者同
伴）
参 加 費：1 家 族 500 円（1
名の場合は 200 円）
持ち物・服装
網、プラスチック入れ物（網
は当方でも用意します）。長
袖、長ズボンが望ましい（安
全のため）、中は水着の着
用がオススメ。はきものは
濡れてもよい運動靴、マリン

シューズ（サンダル等は水
流で流れてしまう）。暑いの
で帽子、飲み物、タオル。ラ
イフジャケットは当方で用
意いたします。4 歳以下の小
さなお子さんは危険ですの
で水辺で見学してください。
申込 
9 月 2 日（水）10:00 から川
越市環境政策課（Tel.049-
224-5866 ）
当日連絡先
Tel.080-1158-9673（かど）
地図
■駐車場は地図「P」の 3 か所にあ
ります。公園利用者のためですの
で空いていれば自由に利用できま
す。今年、霞ケ関北市民センター
がかほく運動公園の隣にできまし
た。
■公共交通は東武東上線鶴ヶ島駅
下車、駅前からバスいせはら団地
行き、またはサイボク行きで御伊
勢塚公園下車

【参加者募集】伊佐沼の魅力 !! 野鳥＆野草観察会（11 月 1 日）
開催概要
日時：11 月 1 日（日）9:00-
12:00 集合場所：伊佐沼 蓮
見橋付近の東屋 定員：先
着 20 名 参加費：200 円
持ち物・服装
伊佐沼の中を歩きますの
で屋外の服装で。観察用に
ルーペなど。野鳥もいます
ので双眼鏡も役立ちます。
申込
10 月 1 日（ 木 ）10:00 か
ら電話で川越市環境政策課

（049-224-5866）
共催
埼玉県生態系保護協会 川
越・坂戸・鶴ヶ島支部
かわごえ環境ネット
当日連絡先
Tel.090-2900-1048 福原

地図

過去の開催の様子

日日時時 ：：22002266年年99月月1199日日（（土土）） 99：：3300～～1122：：0000
会会場場 ：：かかほほくく運運動動公公園園そそばばのの小小畔畔川川 （（川川越越市市霞霞ヶヶ関関北北66丁丁目目2288--22））下下のの地地図図参参照照
定定員員 ：：先先着着2255名名 小小学学44年年生生以以下下はは保保護護者者同同伴伴
参参加加費費：：１１家家族族 550000円円 （（１１名名のの場場合合はは220000円円））

日時など

〇〇 網網、、ププララススチチッックク入入れれ物物 （（網網はは当当方方ででもも用用意意ししまますす））
〇〇 長長袖袖、、長長ズズボボンンがが望望ままししいい（（安安全全ののたためめ））、、中中はは水水着着のの着着用用ががオオススススメメ
〇〇 ははききももののはは濡濡れれててももよよいい運運動動靴靴、、ママリリンンシシュューーズズ （（ササンンダダルル等等はは水水流流でで流流れれててししままうう））
〇〇 暑暑いいののでで帽帽子子、、飲飲みみ物物、、タタオオルル
〇〇 ラライイフフジジャャケケッットトはは当当方方でで用用意意いいたたししまますす。。
〇〇 44歳歳以以下下のの小小ささななおお子子ささんんはは危危険険でですすののでで水水辺辺でで見見学学ししててくくだだささいい。。

持ち物・服装など

■駐車場は左地図 PP  の3か所にあります。
公園利用者のためですので空いていれば
自由に利用できます。今年霞北市民セン
ターが運動公園の隣にできました。

■公共交通は東上線鶴ヶ島下車、駅前か
らバス伊勢原団地行き、またはサイボ
ク行きで御伊勢塚公園下車

申し込み 9月2日(水) 10：00から 川越市役所環境政策課 049-224-5866

当日連絡先：080-1158-9673 かど

伊伊佐佐沼沼のの魅魅力力!!!!

野鳥＆野草観察会

日日時時：2026年11月1日(日)
9：00～12：00

集集合合場場所所：伊佐沼 蓮見橋付近の東屋
定定員員：先着20名 参参加加費費：200円

持持ちち物物・・服服装装：
伊佐沼の中を歩きますので野外の服装で。
観察用にルーペなど。
野鳥もいますので双眼鏡も役立ちます。

申申しし込込みみ：
10月1日(木) 10：00から
川越市役所環境政策課
049-224-5866

【【共共催催】】埼埼玉玉県県生生態態系系保保護護協協会会 川川越越･･坂坂戸戸･･鶴鶴ヶヶ島島支支部部
かかわわごごええ環環境境ネネッットト

当当日日連連絡絡先先：：009900--22990000--11004488 福福原原

集集合合場場所所

伊伊佐佐沼沼ののキキタタミミソソウウはは 2018 年年 11 月月にに荒荒川川以以西西でではは初初めめてて発発見見さされれままししたた。。
埼埼玉玉県県でで 14 箇箇所所ああるる中中でではは最最大大のの自自生生地地でですす。。
「「埼埼玉玉県県希希少少野野生生動動植植物物のの種種のの保保護護にに関関すするる条条例例」」のの 22 種種ににもも指指定定さされれてていいまますす。。

オオオオハハシシシシギギ
ココアアジジササシシ ククロロツツララヘヘララササギギ

ユユリリカカモモメメ

キキタタミミソソウウ

ムムシシククササ

シシロロガガヤヤツツリリ

アアゼゼゴゴケケ

花花はは 2.5mm ほほどど
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理事会・事業運営委員会
6 月 17 日（水）
1川越市より「令和 8 年度版 かわごえ
の環境」への記事掲載依頼。2理事の
担当について本紙前号記載の通り決定。
3「森へ 森から 森と街の作品展」の開
催について本紙 2 ページの通り実施予
定であることを報告。寄附を募る方向で
入金方法を確認。4次期川越市環境行
動計画の策定についてイラストイメージ

（案）を提示、今後の意見交換会で修
正。また事務局より生成 AI の利用等に
ついて確認結果を報告。
7 月 22 日（水）
1第 25 回かわごえ環境フォーラムにお
けるスケジュール並びに開催日を確認。
募集要項について事務局に確認した上
で、書面審議を実施。2「森と街の作品
展」における協賛依頼の実施を承認。3
次期川越市環境行動計画の協働策定に
ついての経過を報告。イラストや文章の
表現について検討中。4令和 8 年度川
越市社会福祉大会会長等表彰候補者の
推薦はなし。5 6・7 月に個人 3 名の退
会により、会員数は個人 118、民間団体
18、事業者 26、行政 1 の計 163 会員。　　　　　

（理事長　小瀬博之）
会合
◆事業運営委員会 9 月 30 日・10 月 21
日（水）9:00-10:00
◆理事会 9 月 30 日・10 月 21 日（水）
10:00-11:30
会場：ともに川越市役所 3A 会議室（川
越市元町 1-3-1）

社会環境部会
本紙 2 ページの通り、2026 年度の社会

環境部会では「森へ 森から 森と街の作
品展」を企画しています。実施時期は
12 月 5 日（土）から 12 月 20 日（日）
となります。川越に残る貴重な森の自然
を、アートの力を通じてまち中に暮らす
人たちにも知っていただけるようなイ
ベントになるよう企画を進めています。

（社会環境部会代表 増田知久）
自然環境部会

7 月例会は 10 日（金）に 8 名参加しオー
ク 2H2 会議室にて開催された。8 月例
会は休会。
活動報告
1「（仮称）川越市森林公園」計画地
定例活動：6 月 22 日（月）16 名参加　

「武蔵野ふれあいの森」の草刈り。7 月
13 日（月）16 名参加 枯損木伐採、草
刈り。7 月 27 日は猛暑のため中止。2
入間川自然観察＆クリーン活動：6 月 20
日（土） 雨のためスタッフのみで実施 本
紙 2 ページ参照。3田んぼの生きもの
調査：かわごえ ぐうすファーム 雨のた

め 6 月 30 日（火）に延期して実施 本紙
2 ページ参照。4ふるさとの緑の景観地
自然再生 こどもヤマ守り活動：6 月 21
日（日）は①コナラの苗育成と樹高調査、
②虫探し 28 種、③循環型農業支援・ト
ウモロコシ収穫など。4虫の観察会：8
月 1 日（土） 実施 本紙 3 ページ参照

（自然環境部会代表 賀登環）
●自然環境部会（第 2 金曜日）
＊会員であれば自由に参加できます
日時：9 月 11 日・10 月 9 日（金）13:30-
15:00  会場：9 月はオーク 2H2 会議室

（川越市郭町 1-2-2）、10 月は川越市役
所 7E 会議室

広報委員会
2026 年 11・12 月号（No.212，11 月
1 日発行）投稿募集（会員対象）
投稿期限：10 月 9 日（金） 投稿方法：
関係者にメールで通知
◆広報委員会
立案・依頼 9 月 9 日（水）9:00-9:30、
入稿確認 10 月 7 日（水）9:00-9:30 会
場：オンライン（URL は委員に案内）
発送 10 月 28 日（水）11:00-12:00 会
場：川越市役所 3A 会議室

入会のご案内
かわごえの環境の環（わ）を「太く」「大
きく」「さらにつなげる」活動を行ってい
ます。入会すると本紙を郵送またはメー
ルでお届けします。年会費は個人会員、
団体会員ともに 2,000 円。詳細はかわご
え環境ネット事務局（川
越市環境政策課）に問い
合わせるか Web サイト
をご覧ください（右の QR
コードからアクセス）。

報
告　
か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お
し
ら
せ

（仮称）川越市森林公園 計画地 
植物調査・保全活動

（毎月第 2・第 4 月曜日） 日時：9 月 14・
28 日，10 月 12・26 日（月）9:30-12:30 
集合：川越南文化会館（ジョイフル） 問
い合わせ先：賀登（Tel.049-234-9366）

池辺公園定例活動
（偶数月第 2 火曜日）日時：10 月 13 日
（火）9:30-12:00  場所：池辺公園（川越

市池辺 1302）  問い合わせ先：賀登（同
上）

小畔川魚とり遊び
日時：9 月 19 日（ 土 ）9:30-12:00 申
込：9 月 2 日（水）10:00 から環境政策
課（049-224-5866） 本紙 5 ページ参照

キノコ研修会
日時：9 月 26 日（土）9:30-12:00 場
所：「（仮称） 川越市森林公園」計画地 
講師：福島隆一氏  申込：9 月 4 日（金）
10:00 から環境政策課（049-224-5866） 
一般参加者先着 10 名募集

伊佐沼の魅力 !!　　　　　　
野鳥＆野草観察会

日時：11 月 1 日（日）9:00-12:00 申込：
10 月 1 日（木）10:00 から環境政策課

（049-224-5866） 本紙 5 ページ参照
川越市環境計画見直し　　　

意見交換会
日時：9 月 24 日（木）・10 月 28 日（水）
9:00-11:00 場所：9 月は川越市役所地
階修養室、10 月は同 3A 会議室＋ 9・
10 月ともオンライン併用 内容：次期川
越市環境行動計画の作成 申込：直接会
場またはオンライン接続（URL は会員
向けメールサービスで通知）

入会案内

かわごえ環境ネットからのおしらせ

★会員及び一般参加者を募集する行事・活動

7/13 川森 キノコがあちこちに

7/13 川森 枯損木の伐採
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川越フォレストクラブ
賀登環（049-234-9366） 

「( 仮称 ) 川越市森林公園」計画地で、手
入れがされていない公有地や、それに
つながる民有地を動力班と手作業班で
効率よく、かつ植生に配慮した生態系保
全の手入れを行っています。埼玉森林
サポータークラブの有志とかわごえ環境
ネット会員で 2020 年に結成しました。今
回のフィールドは 20 年以上放置された
ヒノキの多いエリア。林床にはリンドウ、
イチヤクソウなど希少種も多くあります。
報告
7 月 8 日（水）は 8 名参加。密生状態に
なったヒサカキ・シラカシを除伐し、林
床がスッキリしました。これでこのエリア
は終了です。

予告
◎「（仮称）川越市森林公園」計画地の
手入れ  9 月 9 日（水）9:00-12:00（奇
数月の第 2 水曜日が活動日）

こもれびの森・里山支援隊　　
（東洋大学小瀬研究室）

小瀬博之（hkose@toyo.jp, 049-239-1532） 
報告
1 6 月 20 日（土）8:30-12:00 は、天気
予報が外れて朝に大雨が降り自主参加
としたところ、13 名の参加予定者が 6 名
参加となってしまいました。結果的に午
前中は雨が降らずに実施、午後は雨天
中止としました。本学の「SDGs アンバサ
ダー」2 名が初参加しました。下刈り鎌
を用いた下刈りが大変だったようです。

2 7 月 11 日（土）8:30-15:30 は、これ
まで涼しかった気象が一転し、炎天下
での実施でした。作業開始直後にコガ
タスズメバチの巣を発見して近づかな
いように縄張りをしていたところ、参加
者 1 名がムモンホソアシナガバチと思
われるハチに刺されるトラブルに見舞
われました。アシナガバチは巣が目立た
ず、これで通算 3 回目の被害となり、安

全確認の重要性を改めて認識しました。
また、この時期は熱中症のリスクが高ま
るため、適宜休憩しながら実施しました。
予告
◎里山林保全活動  9 月 19 日・10 月 10
日（土）8:30-16:00 場所：東洋大学川
越キャンパス（要予約）
◎第 17 回東洋大学こもれび祭出展「里
山体験と木工教室」 10 月 31 日（土）・
11 月 1 日（日）10:00-16:00 会場：東
洋大学川越キャンパス（直接会場）
特 設 サ イト https://sites.google.com/
toyo.jp/toyokomorebi
公益財団法人埼玉県生態系保護

協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部
内野（049-222-1731, 当日 090-7003-8617）
予告 
◎伊佐沼でバードウオッチング（毎月第
2 日曜日）集合：10:00 伊佐沼西岸蓮見
橋近くのあずまや、雨天中止 持ち物：
筆記用具、図鑑、双眼鏡、飲み物 参
加費：一般 300 円、高校生以下 100 円

（保険代・資料代）
1 9 月 13 日（日）10:00-12:00 まだま
だ暑いですが、鳥の渡りが盛んです。シ
ギチドリを探しましょう。
2 10 月 11 日（日）10:00-12:00 今年
も渡って来たカモを観察します。
第 25 回かわごえ環境フォー

ラム 環境活動報告集原稿募集
趣旨　2027 年 2 月 27 日（土）開催の

「第 25 回かわごえ環境フォーラム」に
あたり、会員内外の個人・団体の環境
活動報告集の原稿を募集します。
応募手順・スケジュール　①「投稿・
発 表申込 書」 提 出 期 限：2026 年 12
月 14 日（月）　②レポート投稿期限：
2027 年 1 月 18 日（月）　③ウェスタ
川越で発表（希望者）2026 年 2 月 27
日（土）午前
詳細　ホームページ（QR コード）をご
覧ください。会員の方は 9 月の会員向け
メールサービス、また 11 月の郵送資料
で詳細をお知らせします。

予
告　
会
員
か
ら
の
お
し
ら
せ
／
か
わ
ご
え
環
境
フ
ォ
ー
ラ
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報
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集
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会員からのおしらせ

7/8　園路脇をスッキリと

6/20　参加者集合写真

6/20　下刈り鎌の使い方を指導

7/11　参加者集合写真

7/11　コガタスズメバチと思われる巣

5-8 ページの記号凡例　★：本会主催・後援等一般公開行事　●：本会会員対象行事　◆：
本会理事・委員対象会合　◎：本会会員等主催のイベント等　○：その他（個別記事参照）

かわごえ環境フォーラム
（https://forum.
kawagoekankyo.net）



1 火
2 水 ○ 10:00「小畔川魚とり遊び」受付開始
3 木
4 金 ○ 10:00「キノコ研修会」受付開始
5 土
6 日
7 月
8 火
9 水 ◆

○
9:00
9:00

広報委員会（立案・依頼）
「（仮称）川越市森林公園」計画地の手入れ

10 木
11 金 ● 13:30 自然環境部会
12 土
13 日 ◎ 10:00 伊佐沼でバードウォッチング
14 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
15 火
16 水
17 木
18 金
19 土 ◎

★
8:30
9:30

東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
小畔川魚とり遊び

20 日
21 月 敬老の日
22 火 国民の休日
23 水 秋分の日
24 木 ★ 9:00 川越市環境計画見直し意見交換会
25 金
26 土 ★ 9:30 キノコ研修会
27 日
28 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
29 火
30 水 ◆

◆
9:00

10:00
事業運営委員会
理事会

広報 かわごえ環境ネット
2026 年 9・10 月号

No.211

発行日 ：2026 年 9 月 1 日　編集・発行：かわごえ環境ネット 広報委員会
事務局：川越市環境部環境政策課 350-8601 埼玉県川越市元町 1-3-1 
Tel:049-224-5866（直通）, Fax:049-225-9800, Email: kankyoseisaku ★ city.kawagoe.lg.jp
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（メールを送信する際は、★を＠に変換してください）
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おことわり　本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会の編集
によって構成されていますが、これらは、組織の公式な見解を示
すものではありません。また、本紙は寄稿及び作成時点までの信
頼できる各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に努めていま
すが、その正確性に対してかわごえ環境ネットは責任を負いませ
ん。本紙は読者ご自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用
することで生じたいかなるトラブルおよび損失、損害に対して、
かわごえ環境ネットは一切責任を負いません。

2026 年 9 月 2026 年 10 月

ボタニカルアート（21）ヒガンバナ（花期：9-10 月）
ヒガンバナ科を代表する植物。日本で農耕が始まったころに、

中国南部から稲と一
緒に日本に渡来した
とされています。稲
作の畔を荒らすモグ
ラ除けや飢饉時の救
荒作物として植えら
れました。同じ科の
日本固有種はキツネ
ノカミソリですが、野
菜に目を向けるとネ
ギ属のネギ、タマネ
ギ、ニラ、ニンニク
など、私たちに身近
なものがたくさんあ
ります。

（岡 治）

1 木 ○ 10:00「伊佐沼の魅力 !! 野鳥＆野草観察会」受付開始
2 金
3 土
4 日
5 月
6 火
7 水 ◆ 9:00 広報委員会（入稿確認）
8 木
9 金 ●

○
13:30 自然環境部会

本紙 2026 年 11・12 月号（No.212）入稿期限
10 土 ◎ 8:30 東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
11 日 ◎ 10:00 伊佐沼でバードウォッチング
12 月

★ 9:30
スポーツの日

「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
13 火 ★ 9:30 池辺公園定例活動
14 水
15 木
16 金
17 土
18 日
19 月
20 火
21 水 ◆

◆
9:00

10:00
事業運営委員会
理事会

22 木
23 金
24 土
25 日
26 月 ★ 9:30「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・保全活動
27 火
28 水 ★

◆
9:00

11:00
川越市環境計画見直し意見交換会
広報委員会（発送）

29 木
30 金
31 土 ◎ 10:00 東洋大学こもれび祭「里山体験と木工教室」

ホームページ X（Twitter） Facebook

インターネットアクセス（QR コード）

こもれびの森
里山支援隊

川越版レッド
データブッ
ク＆生き物
ウォッチング

森へ 森から 森
と街の作品展

新訂版
『川越の自然』
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